
令 和 ８ 年 ３ 月 ６ 日  

気 象 庁 

国立研究開発法人防災科学技術研究所  

 

緊急地震速報等に活用する海底地震観測点の追加について 

～「南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）沿岸システム」の活用開始～ 

 

国立研究開発法人防災科学技術研究所は、南海トラフ地震発生時の被害軽減

や防災科学技術の発展に貢献することを目指し、南海トラフ地震の想定震源域

のうち、それまで観測網が設置されていなかった西側（高知県沖から日向灘）の

海底に、地震計と水圧計を備えた地震観測及び津波観測が可能な「南海トラフ海

底地震津波観測網（N-net※）」を整備しました。N-netは令和６年７月に整備が

完了した「沖合システム」と令和７年６月に整備が完了した「沿岸システム」か

ら構成されます。 

※N-net：Nankai Trough Seafloor Observation Network for Earthquakes 

and Tsunamis 

 

気象庁では、海域で発生する地震に対する緊急地震速報の発表の迅速化を図

るため、関係機関の協力を得て、海底地震計の観測データの緊急地震速報への活

用を進め、令和７年 10 月 15 日に「N-net 沖合システム」の活用を開始しまし

た。今般、「N-net沿岸システム（18地点）」の地震計についてデータの品質確認

等の準備が整ったため、緊急地震速報への活用を開始します。これにより、四国

沖から日向灘にかけて発生する地震に対して発表する緊急地震速報（警報）が、

最大で６秒程度早まることが期待されます（別紙参照）。なお、N-net 沖合シス

テムを含む N-net全体を活用することで、緊急地震速報（警報）は最大 20秒程

度早まることが期待されます。 

 

気象庁では、緊急地震速報の発表の迅速化や精度向上を図るために、国

立研究開発法人防災科学技術研究所が整備した「南海トラフ海底地震津波

観測網（N-net）沿岸システム」の地震観測データを令和８年３月 12 日か

ら新たに緊急地震速報に活用するとともに、震源推定に用いる地下構造モ

デルを高度化します。 

また、N-netの地震観測データについて、津波警報等に用いる震源の精度

向上を図るための活用も新たに開始します。 

報 道 発 表 



あわせて、海域は地下の構造が陸域と大きく異なるため、海底地震観測点を活

用している海域の震源推定に用いる地下構造モデルについて、海域に特化した

モデルへと高度化し、緊急地震速報の精度の向上を図ります。 

また、「N-net 沖合システム・沿岸システム」の地震観測データについて、津

波警報（第１報）等で用いる震源の精度向上を図るための活用も新たに開始しま

す。 

これらの改善を令和８年３月 12日（木）12時に実施する予定です。 

なお、「N-net沿岸システム」の津波観測データについては、令和７年 11月 20

日より津波情報等へ活用しています。 

 

気象庁では今後も、緊急地震速報等の改善に取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「N-net沿岸システム」の観測データの活用による 

緊急地震速報（警報）の迅速化 

  

図中の青の等値線の値は、その地点で地震が発生した場合に、緊急地震速

報（警報）の発表が、「N-net沿岸システム」の観測データの活用を開始する

前と比較してどの程度早まるかを計算した理論上の最大値（秒）を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

：緊急地震速報の震源推定に活用している気象庁の観測点 

 

以下は、緊急地震速報の震源推定に活用している国立研究開発法人防災科学技

術研究所が運用管理している地震及び津波の観測点。 

：地震・津波観測監視システム（DONET）の観測点 

：N-net沖合システムの観測点 

 ：高感度地震観測網（Hi-net）の観測点 

：今回活用を開始する「N-net沿岸システム」の観測点 

 

黒点線はトラフ軸を表す 

 

 

 

 


